
熊本市の子どもの歯科保健の現状と課題 

（１） １歳６か月児におけるむし歯有病者率の経年的推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 1歳 6か月児むし歯有病者率の政令指定都市比較 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：厚生労働省「１歳６ヵ月児歯科健康診査」結果（～H25）、地域保健・健康増進事業報告（H26～） 

 

年度 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

全国 2.17 2.08 1.91 1.80 1.75 1.47 1.31 1.15 0.99 1.12

熊本県 3.42 3.29 2.89 2.75 2.51 2.40 2.04 1.89 1.76 2.00

熊本市 3.42 3.67 3.31 3.16 2.91 2.78 2.28 1.77 2.26 2.14
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熊本市の１歳６か月児のむし歯有病状況は、年々改善はしているものの、令和２年度の熊本市

平均は 2.１４％と全国平均 1.12%及び熊本県平均 2.00%より多い状況である。 

また、令和 2年度における政令指定都市の 1歳 6か月児のむし歯有病者率は、福岡市の

2.33％についでワースト 2位となっており、政令指定都市の中で下位に位置している。 

＜令和 2 年度＞  

資料 2 

有病者率 



（３） ３歳児におけるむし歯有病者率の経年的推移 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

（４） 3歳児むし歯有病率の政令指定都市比較 

 

 

出典：厚生労働省「3歳児歯科健康診査」結果（～H25）、地域保健・健康増進事業報告（H26～） 
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熊本市の３歳児のむし歯有者率は年々改善しており、令和２年度の熊本市平均は 17.0％と熊本

県平均 18.4%より少ないものの、全国平均 11.8%より多い状況である。 

令和 2年度における政令指定都市の 3歳児むし歯有病者率は、熊本市はワースト 1位となって

おり、大変憂慮すべき状況となっている。 

年度 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

全国 20.4 19.1 17.9 17.7 17.0 15.8 14.4 13.2 11.9 11.8

熊本県 27.4 27.6 26.1 25.1 24.1 24.1 21.0 20.4 18.9 18.4

熊本市 23.7 27.1 26.3 25.0 25.6 24.1 20.6 20.4 18.7 17.0

＜令和 2 年度＞  

有病者率 



（５） １歳６か月児健診以降のフッ化物塗布の歯科受診状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６） 保育所等におけるフッ化物洗口事業について 

 

 

 

 

 

年度 保育所 認定こども園 幼稚園 合計 実施率 対象施設数 

令和元年度 70 35 8 113 52.1％ 217 

令和２年度 66 36 8 110 50.7％ 217 

令和３年度 60 42 9 111 50.7％ 219 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本市における保育所等のフッ化物洗口支援事業については、令和元年度から洗口剤等の支

給を開始するとともに、各区保健子ども課を中心に施設職員への技術的支援を行っていますが、

新型コロナウイルス感染症の影響により、実施施設はほぼ横ばいの状態で推移している。 

令和３年度の熊本市実施率は、50.7％と、熊本県実施率の 71.7％より少ない状況である。 

R1 R3

熊本県 73.6 71.7

熊本市 52.1 50.7
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フッ化物洗口の実施率の推移

熊本市では、１歳６か月児健診時に希望者に対してフッ化物体験塗布を無料で実施している。 

令和２年度における１歳６か月児健診の受診者 6,908 人のうち、フッ化物体験塗布を実施した

者は 6,334人（体験実施率 91.7％）であった。 

また、3歳までに 2回以上フッ化物塗布を受けたことがある者の割合は、令和 2年度は 47.3％

となっており、少しずつ増加している。 

H28 H29 H30 R1 R2

熊本市 43.2 42.5 45.1 46.9 47.3
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3歳までに2回以上フッ化物塗布を受けたことがある者の経年推移



（７） １２歳児の一人平均むし歯本数の経年推移 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：文部科学省学校保健統計調査 

 

（８） 小学校におけるフッ化物洗口事業について 

 

 

 

 

 

 

    ＜熊本市実施状況＞ 

年度 
熊本市実績 熊本県（参考） 

実施校 実施率 実施率 

平成２９年度以前 １０校 10.9％ ― 

平成３０年度 ２１校 22.8％ 100％ 

令和元年度 41校 44.6％ 100％ 

令和２年度 36校 39.1％ 69.2％ 

令和３年度 46校 50.0％ 83.3％ 

     

年度 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

全国 1.10 1.05 1.00 0.90 0.83 0.82 0.74 0.70 0.68

熊本県 1.6 1.4 1.3 1.4 1.1 1.1 1.1 0.8 0.9

熊本市 1.30 1.13 1.12 0.87 0.87 0.84 0.9 0.8 0.8

熊本市の１２歳児（中学 1 年生）の一人平均むし歯数（本）は、平成２７年度からほぼ横ばい

の状態で推移しており、令和２年度の熊本市平均は 0.8 本と熊本県平均 0.9 本より少ない状

況である。 

 

 

熊本市の小学校におけるフッ化物洗口事業は、学童期のむし歯有病者率の改善を目的に、平成

２４年度にフッ化物洗口普及モデル事業としてスタートした。 

平成 30年度から令和 3年度までの 4か年計画で、92校全校実施を目指して取り組んできた

ものの、新型コロナウイルス感染症の影響により、新規実施を見送る学校や再開を見合わせる学校

も多く、令和 3年度実施率は 46校（50％）であった。 
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